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［３．事業の成果］

評価

今後の事業方針

廃止

・大分県食育推進条例の県民への周知
・市町村と連携した取組の実現

・食育に関する施策を効果的に実施するため、関係部局等と連携した「おおいた食の日」イベントや食育の
普及啓発の推進
・食育推進全国大会レガシーを活用した「共食」の場の拡大・支援

［４．今後の課題と方向性等］

今後の課題 今後の方向性 終了 継続・見直し 例外的に継続

92.5

評価割合の合計は、端数処理上100％にならない場合があります。

a 　食育イベントや食育人材バンクの運営などを通じ成果指標は横ばい傾向を維持している。実績値 90.3 89.4

達成率 98.7% 97.2%

成果指標

指標名（単位） 達成度 ２９年度 ３０年度 元年度 最終達成
(　　年度)

事業の成果

達成率 100.0% 95.3% 達成率 104.7% 116.9%

「食育人材バンク」登録者の
派遣回数（回）

活動指標

朝食を毎日食べてるようにし
ている児童・生徒の割合（小
５）（％）

目標値 91.5 92.0

実績値 85 81 実績値 90 10413%
「食育人材バンク」登録者
数(個人･団体)

目標値 86 89目標値 85 85 85
達成率 100.0% 100.0% 達成率

実績値 2 2
2 2 2

3%

a100.0% 100.0%

2%
92

最終達成
(　　年度)

当課が実施する食育キャン
ペーン等の普及啓発回数
（回）

目標値 2 2 2
82%

食育推進会議の開催回数
（回）

目標値

最終達成
(　　年度)

指標名（単位） 達成度 ２９年度 ３０年度 元年度指標名（単位） 達成度 ２９年度 ３０年度 元年度

実績値 2 2

32,841 6,817

計 39,299 職員数（人） 1.50 1.50 1.50

④ 650 人件費 15,000 15,000 15,000

元年度(予算)

①食育の普及啓発
　食育推進全国大会の開催（6月23～24日）、街頭啓発実施（6月および11月）
②食育人材バンクの運営
　食育の実践者・団体を登録し、県民の求めに応じて派遣（登録数104、派遣数：個人枠71回・団
体枠10回)
③食育推進幹事会と食育推進会議の運営
　第3期食育推進計画推進のため食育推進幹事会、県民意見聴取、食育推進会議の開催
④地域食育推進連絡協議会の運営
　地域における食育活動及び市町村食育推進計画推進を支援

① 32,200 総コスト 25,237 54,567 27,058

② 5,238

活動名及び活動内容 番号 主な活動の予算額 コスト ２９年度(決算) ３０年度(決算)

事業費 10,237 39,567 12,058

③ 1,211 (うち一般財源) 10,237

［２．事業内容］ （単位：千円）

安全・安心を実感できる暮らしの確立

施策区分 健全な食生活と地域の食をはぐくむ食育の推進

総合評価 継続・見直し 事業実施課（室）名 食品・生活衛生課 評価者 食品・生活衛生課長　樫山　浩士
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事業名
おおいたの食育ステップアップ事
業（旧おおいたの食育推進事業）

事業期間 年度
政策区分

［１．現状・課題、目的］

現状
・
課題

　ライフスタイルの変化等により、栄養バランスの偏り、孤食の増加などの食習
慣の乱れ、基本的な食事マナーの低下、食を大切にする気持ちの希薄化など食を
巡る様々な問題の解決が課題となっている。

事業の目的

　県民が「食」の大切さについて理解を深め、健全な食生活を実現できるようにするため、家庭
や学校及び地域と連携した普及啓発等を実施する。
　また、「食」に対する正しい知識を伝えるため、子ども食堂など、地域における「共食」の場
を活用した食育を推進する。


